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●労働組合・健康組合と協働し、社員の健康寿命100歳を目指す

12 12健康・生活衛生局長 優良賞 健康・生活衛生局長 優良賞

●健康で仲良くストレスが少なく「長く働きたい、働ける会社」を目指す
背景・概要

取組内容

成 果

健康な会社を目指して（禁煙・受動喫煙防止）

株式会社真幸土木受賞者

●社員の同意を得ながら段階的に以下を実施。
【禁煙・受動喫煙防止】
平成14年9月　　分煙
平成16年10月　室内禁煙
平成18年　　　　敷地内全面禁煙
平成18年1月　  就業時間禁煙・車内クリーニング実施・全車両禁煙
平成18年10月　社員禁煙を掲げ第１回喫煙者全員にて禁煙チャレンジを実施
　　　　　　　　（講演・禁煙宣言・禁煙外来治療費全額助成）
平成21年12月　第２回（第1回同様）
平成27年10月　第３回（第１回同様及び報奨金：3か月間、全員禁煙すれば
　　　　　　　　全社員に2万円を支給）
平成28年3月　  喫煙者に文書配布（社員禁煙成功者体験談）
平成29年10月　第4回（第1回同様及びニコチネルパッチ支給、健康手当：禁煙者
　　　　　　　　（禁煙開始１か月以上）には毎月1,000円支給。継続1年ごとに
　　　　　　　　1,000円アップ。上限3,000円　支給開始）
令和5年4月　　 健康手当支給基準改定、禁煙1か月間から一律毎月3,000円　　
啓蒙活動、採用面接時に禁煙・受動喫煙を含む取り組み説明、入社後の誓約宣言書の提出など現在継続中
【その他】
平成20年よりインフルエンザ予防接種・平成28年よりストレスチェック・平成29年より毎月血圧体重測定・平成30年より毎朝ラジオ体操、
保健師による個人面談及び肺年齢、血管年齢測定・令和3年骨密度測定・令和4年4月より全社員腹囲測定開始・令和5年健康食品摂取週間
を設ける

●喫煙・受動喫煙防止による健康被害の防止
・予防接種、マスク、うがい薬、抗原体検査キット等の配付実施による、感染症予防
・血圧、体重、腹囲等の測定、毎朝のラジオ体操による、自身の日常の健康状態確認及び意識向上
・ストレスチェック、相談窓口の設置によるメンタルヘルスケア
・健康診断及び二次健診のフォローによる、早期発見、重症化防止
・保健師による個別相談にて、メンタルヘルスケア及び早期発見、重症化防止
・会社独自の生活習慣病予防チェックシートによる現状把握と今後の行動プランの明確化
・レクリエーション（社員旅行、懇親会、バーベキュー、ボウリング大会、市民レガッタ参加）により、社員同士が仲良くなり、ストレス軽減

健康づくりを始めたきっかけは、25年前創業者が65歳でなくなった事です。仕事
をする上でも健康が一番大切、また少子高齢化が進んでいる状況から、将来労働
不足が懸念されると考え、長期的労働力確保の為、新卒採用と健康経営に取り組
みました。まず病院指導の下、THP（健康づくり活動）を始め、健康講話では煙草の
体に与える害を痛感し、喫煙対策に取り組む事にしました。
20年前の弊社の喫煙率は70％でした。出雲地方は煙草を吸う風土があり、建設
業は喫煙者が多いことが背景にありました。煙草は一人でやめるのが難しいこと
や吸わない人が受動喫煙してしまう事から、全体で受動喫煙防止に取り組む事に
し、煙草の関する情報を社員に提供することから始めました。

適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動

取組アクション

評価委員による講評：中村 正和

喫煙率が高い土木系の事業所にあって、創業者の早世をきっかけに、喫煙対策に先進的かつ効果的に取組み、喫煙率を20年
間で70％から5％まで大幅に低減した小規模事業所の好事例である。成功の要因として、社員と家族の健康を守る会社の思
いやり、教育と建物内・敷地内禁煙と禁煙治療補助による効果的な対策の組合せ、禁煙手当等のインセンティブの効果的活用、
会社としての宣言と社員の誓約書による職場の一体感の醸成などがあげられる。

ウェアラブルデバイスと
健康ポータルサイトを活用した運動習慣の推進

コマツ（株式会社小松製作所）受賞者 取組アクション
適切な食生活適度な運動

取組内容

成 果

2021年から希望する社員に対して身体活動・運動量などを可視化
可能なウェアラブルデバイスの配布を開始した。
さらに、デバイスと連携可能なポータルサイトおよびアプリ
「PepUp」上で、ウォーキングイベントやデンタルチェック、健康ク
イズなどの健康イベントを定期的に実施している。(別添①）
コマツグループの年間安全衛生目標にKHP100に関する活動を盛
り込み、各事業場の人事総務部門、健康管理部門、労働組合などか
ら推進メンバーを選任し定期的に打ち合わせを行っている。
活動内容や年間目標は毎年改善を行っている。 

プロセス指標 
ウェアラブルデバイス配布後、2022年では約4割以上の社員
が日常的にウェアラブルデバイスを着用していた。
PepUp登録率は年々増加し、3年連続で実施しているウォーキ
ングイベントの参加も増加傾向にある。 

アウトカム指標 
社員の日常生活における歩行または同等の身体活動は、これま
で大きな変化はなかったがKHP100開始後からは増加傾向と
なった。（別添②）実際に利用した社員からも「歩数として数値化
される事で、目標達成まで意識するようになった」という声が聞
かれている。 
伝達的・批判的ヘルスリテラシー尺度の5つの質問の平均値（最
小値１、最大値5）は、3年間連続で漸増している。 
独自にPepUpと関連させたイベントを企画する事業所も増え
ており、事務局がただ与えるだけでなく社員が自分事として楽し
めて健康寿命をのばすことに貢献できていると考える。
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【意義】 
本取組みによって社員の身体活動量が増加しており、循環器疾患や糖尿病をはじとした生活習慣病予防に貢献している。 
ウォーキングイベントでは個人だけでなくチーム戦も同時開催しているため、職場で誘われて参加している社員も存在すると考えられる。
このように健康無関心層を含めた健康づくりの推進や、行動変容を促す仕掛けを心がけている。

背景・概要

コマツグループでは、健康管理部門だけでなく、事業者、労働組合、健康保険組合が一体となり健康管理施策を中長期的視点から進め
ている。 2021年より健康寿命100歳を目指すという意味を込め、生活習慣改善推進活動「KHP100(Komatsu Hea l th  
Promotion100)」を全国の事業所で新たに開始した。
ウェアラブルデバイスやアプリケーションを活用し、健康イベントを定期的に開催することで、社員のライフスタイルに合わせて自然と
身体活動が増えるような環境を整えることを目指している。 

適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動

（島根県松江市）
（東京都港区）

評価委員による講評：樋口 毅

運動が必要なことはわかっていても、何をどれぐらい実施すれば良いのかが、わからない人が多いかと思います。一人ひとりが自
分ゴトとして、健康づくりに取り組むためには、生活習慣を見える化し、自分にあった目標を設定し、日々、達成に向けてモニタリ
ングしていくことが大切です。ウェラブルデバイスとアプリを活用して、従業員の健康づくりを支さえる本取り組みは、今後の企
業におけるＰＨＲ（パーソナルヘルスレコード）推進のモデルとなる先進事例となります。ご受賞おめでとうございます。
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